
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 1１版 軽井沢スマートコミュニティ 
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2050年カーボンニュートラルの実現を目指す日本は、2030年度には温室効果ガスを2013

年度から 46％削減し、さらに 50％の削減に挑戦するため、グリーン成長戦略や脱炭素ロー

ドマップを示しました。脱炭素ロードマップでは、地域の全ての人が主役であり、脱炭素社

会の実現に向けて進展を加速していきます。2030年までに少なくとも 100 箇所以上の脱炭

素先行地域を創出し、「脱炭素ドミノ」を実現し、2050年を待たずに脱炭素達成を目指す計

画です。 

 軽井沢町も脱炭素化に積極的に取り組んでいます。公共施設に太陽光や地中熱などの再生

可能エネルギー発電設備を導入し、電気自動車や燃料電池自動車、住宅用太陽光発電システ

ム等の設置に対して補助をしています。再生可能エネルギーの効率的な利用により、自然環

境への負荷を低減し、住みやすいまちづくりを進めています。 

 現在「地球温暖化対策実行計画 区域施策編」の策定に向け取り組んでおり、今後はより

一層の省エネルギー化と広域連携も視野に入れ、地域資源を生かした再生可能エネルギー等

を導入し、地域循環をさせてゼロカーボンを達成することで、世界に向けて「脱炭素高原保

養都市」という新たな軽井沢の姿を示すとともに、プラスチック・スマートなどの地球規模

の環境保全にも積極的に取り組んでいきます。これからも地域住民と連携し、環境に配慮し

た持続可能なまちづくりに向けて進んでまいります。 

 

 

 

地域で電力をつくり、蓄え、使うことで産業や住宅、公共サービス、交通網などの

電力を総合的に管理し、賢くエネルギーを使う社会のことです。この仕組みを活用し

た社会においては、熱または未利用のエネルギー等の電力を情報通信技術（ＩＣＴ）

により制御することで、電力の需給状況を管理することができ、電気の有効利用が可

能となります。スマートコミュニティを構成するエネルギーシステムは、太陽光をは

じめとする再生可能エネルギー設備やエネファーム、蓄電池等に代表され、また、比

較的小規模で、かつ様々な地域に分散しているエネルギーの総称を分散型エネルギ

ーといいます。このような技術の進歩の背景には、地球温暖化問題の深刻化や東日本

大震災を契機に、分散型エネルギーやＩＣＴと省エネ・新エネ施策を取り入れた、新

しいまちづくりの模索が必要とされていることが挙げられ、夢のある未来都市づく

りの総称である「スマートコミュニティ」（環境配慮型都市）の実証事業が、全国各

地で行われています。 

はじめに 

軽井沢町長 土屋 三千夫 
「スマートコミュニティ実現に向けて」 

スマートコミュニティとは？ 



 

 

 

 

地球温暖化によって引き起こされる気候変動により、様々な分野に影響を及ぼす

おそれがあることから、町は温暖化の要因である二酸化炭素（ＣＯ２）排出削減に

向け、軽井沢町スマートコミュニティ事業を推進しています。2050年の温室効果ガ

ス排出実質ゼロを目指すため、令和２年３月に軽井沢町「ＣＯ２排出実質ゼロ（ゼ

ロカーボンシティ）」を宣言しました。町ではＣＯ２排出実質ゼロに向けてより具体

的な方向性を示し、行政だけでなく、住民、事業者と一体となって対策を行うため

の方針として、令和３年３月にロードマップ（目標までの計画案）を作成し、公表

しました。本内容ではマイルストーン（中間目標地点）の他、家庭などで取り組め

る対策を具体的に掲げています。 

 温暖化対策は待ったなしの状況です。2030年が分岐点と言われている昨今、2050

年までをカウントダウンするのではなく、今から１人ひとりが意識して行動してい

くことが大事になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽井沢町「ＣＯ２排出実質ゼロ」宣言 

ゼロカーボンシティに向けた具体的な方策 

 

の街づくりのため、身近

に出来ることから始めてみませんか？ 

◇食品ロスをなくそう 

◇環境に配慮した 
建築物を目指そう 

◇移動手段を車から 
徒歩・自転車・公共交通機関 
に変えよう 



軽井沢の歴史は、明治19年、軽井沢の父 

ともされるカナダ生まれの英国聖公会宣教 

師アレキサンダー・クロフト・ショーが、 

軽井沢の豊かで美しい自然環境を「屋根の 

ない病院」と称賛し、内外に紹介したこと 

に始まります。今日の「軽井沢」があるの 

は、先人たちの先見の眼差しにより昭和47 

年に国内でも他の地域で類を見ない厳しい 

規制として制定された「軽井沢町の自然保 

護対策要綱」と昭和51年に深夜営業を原則 

禁止として清らかな環境の保持について必 

要な事項を定めた「軽井沢町の善良なる風俗を維持するための要綱」を住民、別荘所有 

者、事業者等の相互理解と協力により守り続けられているということに他なりません。 

本町では、「軽井沢町の自然保護対策要綱」および「軽井沢町の善良なる風俗を維持す

るための要綱」といった、スマートコミュニティを推進するための基盤がすでに町内全域

で構築されています。 

 

 

1. 土地の敷地面積を原則1,000㎡以上 

2. 建ぺい率及び容積率を原則20％以内 

3. 町内全域の建築物の階数を２階以下 

 ※ 第一種低層住居専用地域における基準 

 

貴重な自然の保全を図るとともに、良好な景観の保持と軽井沢独特の別荘空間が形成。

また、敷地に対する建築物の規模の上限を設けることで、生活や滞在に欠かせない電気や

水道などについても建築規模に見合った需要量となり、日本を代表する別荘地“軽井沢”

の歴史とともに、コンパクトでスマートなエネルギー消費への取組体制が既に確立。 

 

 

 

1. 深夜営業（原則として午後11時から翌日の午前６時までの間の営業または作業）の

禁止 

2. 夜間における静穏の保持（午後９時から翌日の午前６時までの間の静穏を損なう行

為の禁止）等 

 

保健休養地「軽井沢」の清らかな風俗と秩序ある伝統を保持。本町では30年以上も前

から、24時間営業のコンビニエンスストアなどの大手全国チェーン店についても営業時

間を遵守。深夜営業で消費されるエネルギーの削減への取り組みが既に確立。 

 

 

 

 

軽井沢の美しい自然と調和が図られている建築物 

（軽井沢緑の景観賞「優秀賞」内藤邸） 

軽井沢町の自然保護対策要綱 

軽井沢町の善良なる風俗を維持するための要綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽井沢町の自然保護対策要綱 

軽井沢町の善良なる風俗を維持するための要綱 
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町では、令和６年度（2024年度）から令和15年度（2033年度）までの10年間を計

画期間とした軽井沢町環境基本計画を策定しました。 

 「環境基本計画」は、町における環境の保全および創造のための総合的・長期的な

施策を推進することを目的としたものであり、環境分野の最上位の計画になります。 

 また「環境基本計画」についてたくさんの方に知ってもらい、興味を持ち理解してもら

うために、子ども向けハンドブックも作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽井沢町環境基本計画 01. 

環境基本計画 

環境基本計画(概要版) 子ども向けハンドブック 
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持続可能な軽井沢目標 ～Ｓ軽Ｇｓ～ 02. 
持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）とは、 2015年９月の国連サミットで採択された「持続可能な

開発のための2030アジェンダ」にて記載された2016年から2030年までの国際目標です。持続可能な

世界を実現するための17のゴール・169のターゲットから構成され、地球上の誰一人として取り残

さないことを誓っています。 

 軽井沢町のこれまでの歩みを振り返った時、「軽井沢」がどのようにして現在の状況を築けたの

か、130有余年の歴史を紐とけば、先輩たちが営々と築いてきた姿が見えてきます。1886年（明治

19年）にカナダ生まれの英国聖公会宣教師アレキサンダー・クロフト・ショーに見い出されて以

来、町は我が国を代表する保健休養地として歩んでまいりました。「軽井沢町の自然保護対策要綱」

などの軽井沢町独自のルールに基づく開発規制や、「軽井沢町民憲章」にうたわれた高い志を町民、

別荘所有者の方々が、ときには我慢しながらしっかり守り、積み重ねてきた結果が清らかな環境を

守り、かおり高い文化を紡いできたと言えるのではないでしょうか。 

 軽井沢町は、これまでの歩みとＳＤＧｓの目標との整合性を考慮し、独自の「持続可能な軽井沢

目標（Sustainable 軽井沢 Goals）」（略称：Ｓ軽Ｇs）を設定しました。町は引き続き、ＳＤＧｓ

の認知度を高め、地域の人々にＳＤＧｓを身近な課題として共有していくための普及啓発活動を

行っています。 

 

 

  



軽井沢町役場で行われている事業や事 

務によって排出される温室効果ガスの排 

出量を、職員が率先して削減していくた 

めに、平成21年４月に「軽井沢町地球温 

暖化対策実行計画（第１次計画）」を策定 

し、平成26年度からは、第２次計画とし 

ての削減目標（各年度における排出量を 

基準年である平成24年度から３％削減す 

る）を定めるとともに、温室効果ガス削 

減の対象とする事業等について範囲を拡 

大し、継続的な取り組みを行ってきまし 

た。 

令和元年度（平成31年度）からは、第３次計画として新たな削減目標（令和12年度における排出

量を基準年である平成25年度から40％削減する）を定め取り組んでいます。  

計画には、目標を達成するための具体的な取り組みについて細かく規定されており、行政とし

て、また、地域における大きな事業所のひとつとして、地域温暖化防止の一端を担っていきます。 

-3- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【排出量目標値】 

令和12年度（2030年度）目標値 ６，８９３ｔ-CO2 

（平成25年度（2013年度）総排出量 １１，４８３t-CO2より40％削減） 

 

年 度 排出量（t-CO2） 目標値との差 

平成29年度 １０，２９３ ＋３，４００ 

平成30年度 ９，７００ ＋２，８０７ 

令和元年度（平成31年度） ９，３９６ ＋２，５０３ 

令和２年度 ９，３０６ ＋２，４１３ 

令和３年度 ９，３３０ ＋２，４３７ 

令和４年度 １０，３１３ ＋３，４２０ 

 

温室効果ガス排出量削減に向け、目標数値と取組内容を目に見える「計画」という形にしたことで、 

更なる意識向上と推進を図り、職員による実効的な取り組みが実施されています。引き続き職員一丸

となって無駄なエネルギーの削減や効率的な使用を進め、地球温暖化対策に寄与していきます。 

 

軽井沢町地球温暖化対策実行計画 03. 

軽井沢町地球温暖化対策実行計画

子 
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                        （令和６年６月末日現在） 

 

今後ネットワークを各家庭へと拡大するために、かんきょう家計簿を活用するなど、全町的な

活動へ発展させるための取り組みを行っています。 

 

【環境ネットワーク会員数】 １２０団体 

軽井沢環境ネットワーク 04. 

美しく清らかな軽井沢の生活環境と自然環境を未来へと引き継ぐため、町内企業・団体・商店・

官公庁等により、平成17年度に軽井沢環境ネットワークを組織し、各事業所等で消費されるエネル

ギー量から排出される一年間のＣＯ２を集計して活用することで、事業所として取り組むべき省エ

ネ対策などの課題を発見し、2050年までにＣＯ２排出実質ゼロを目指していきます。 

町環境保護啓発チラシ／かんきょう家計簿 



町内の小学校や中学校では、「自然・環境」や「エネルギー」について関心を持ってもらうため

の環境学習を行っています。環境学習を推進することにより、町の将来を担う児童・生徒が、限り

あるエネルギーの大切さを知り、身近な環境について学び・考える機会を設けることで、軽井沢町

の緑豊かな自然を町全体で守っていくための『芽』を育てています。 

 

取り組み事例や過去の成果 
① 「キッズＩＳＯ１４０００プログラム※」に参加し、児童の省エネ活動が評価され、国際認定

初級の認定を受ける。受賞履歴は以下のとおり。 

 西部小６年生（H29）、中部小５・６年生（H30・R１・R２）※３年連続 

さらに個人では文部科学大臣賞、長野 

県知事賞を受賞。 

 「わたしたちのくらしとエネルギーか 

べ新聞コンテスト」において、日本エ 

ネルギー環境教育学会特別賞を受賞。 

（中部小６年生（R２）） 

② 各校に風力及び太陽光発電を利用した 

電灯設備を設置し、モニターパネルで 

リアルタイムの発電状況（ＣＯ２の排 

出削減量含め）を見える化を実施。 

 児童達が気軽に目にとめ、エネルギー 

と自然の繋がりを意識出来るような仕 

組み。 

③ 各学校において、環境問題を新聞にま 

とめる活動を実施。中学校では、地球 

温暖化による野生動物の影響や身近に 

できる取り組み、小学校では、じん芥 

処理場や佐久平クリーンセンターの見 

学を実施し、ゴミ問題や３Ｒに関する 

内容を取りまとめる。 
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小中学校環境学習 05. 

③環境問題の新聞 

※「キッズＩＳＯ１４０００ プログラム」は、ＮＰＯ法人国際芸術技術協力機構が開発し、文部科学省や国際標準化機
構（ＩＳＯ）等の国際機関が後援・協力し、日本国内及び世界各国で実施されている、子ども向け環境教育プログラ
ムです。省エネやごみの削減などの生活に関連した環境問題への取り組みを通じて、これらの問題を解決するために
何ができるのか、自ら考え実行する力を養う内容になっています。 
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しなの鉄道沿線自治体として、新型車両導入費用などを支援し、地域全体の環境負荷軽減に貢献し

ています。令和４年度以降は新型コロナウイルスの影響による利用者減少から回復傾向にあり、引き

続きマイカーから公共交通機関への転換も促進します。 

小諸駅・御代田駅・信濃追分駅・中軽井沢駅周辺の駐車場に自家用車を駐車し、しなの鉄道へ乗り換えるパー

ク＆レールライドを実施し、渋滞の抑制やＣＯ₂削減など、環境負荷低減に取り組んでいます。 

実績 乗降客数                              

（人） 
年 度 軽井沢駅 中軽井沢駅 信濃追分駅 

平成21年度 

(増便事業実施前) 
７４４，８７６ ３３７，０７２ １５７，４６１ 

令和５年度 

(増便事業実施後) 
１，０２８，６８３ ４８３，１７０ １７９，８９７ 

増加率 ３８．１％ 増加 ４３．３％ 増加 １４．２％ 増加 

しなの鉄道増便事業 06. 
平成22年８月より軽井沢町・小諸市・御代田町が協力し、３市町共同事業として、在来線「し

なの鉄道」の運行本数を増便しています。 

令和６年６月現在の増便数は、上り４便・下り４便の計８便となっています。 

増便事業で運行している電車の事例（中軽井沢駅の場合） 

枠内が増便事業で運行し

ている電車になります。 

【環境負荷とコスト低減効果】 

・50％程度の使用電力量の削減 

・車両検修費等の維持管理コストの削減 

新型車両SR1系 
（R2.7.4運行開始） 
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住民の方の、通勤・通学・買い物等の移動手段確保のため、町内循環バスを運行しています。 

また、観光で訪れた方にも町内の各エリアを回る手段として気軽に利用していただいています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

平成15年に町内循環バスの運行を開始しました。平成24年度におおまかな運行ルートの見直しと

２つのコースを追加した結果、多くの方に循環バスを利用いただいています。 

路線バスを利用し、自家用車での移動を控えていただくことで、渋滞の抑制にもつながり、アイ

ドリングなどによって排出されるＣＯ２の削減に寄与しています。 

令和４年度から一律100円に運賃改定し、より利用しやすい環境を整え、環境負荷軽減に取り組ん

でいます。 

 

実績 利用者数                              

（人） 
年 度 東・南廻り線 西コース 北廻り線 合計 

平成15年度 ２３，９７３ － － ２３，９７３ 

平成24年度 

（３路線運行開始年度） 
４３，０９６ １４，８５７ １４，２６３ ７２，２１６ 

令和４年度 ８３，８２８ １６，６６４ ２１，８８４ １２２,３７６ 

令和５年度 ９５，９２６ ２０，１９７ ２４，９７１ １４１,０９４ 

増加率 
１２２．６％ 

増加 

３５．９％ 

増加 

７５．１％ 

増加 

９５．４％ 

増加 

町内循環バス運行事業 07. 

＜町内循環バス＞ 
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プラスチック・スマート 08. 
私たちの生活を便利で豊かなものにしてくれている、プラスチック。 

使い終わったプラスチックごみがきちんと捨てられないせいで、世界中の海が悲鳴を上げてい

ます。 

 

世界規模での環境汚染 

  プラスチックごみがポイ捨てされるなどにより海に流れ込み、世界中の海を汚染し、生き物た

ちに悪影響を与えています。 

 

日本の海岸にも漂流 

  海は、地球に住む私たち、みんなに関係があります。世界中の人々が協力して対策を進めなけ

ればなりません。 

  日本の海岸に流れ着くごみの中には、海外からのものでなく、国内から出たものも多く含まれ

ています。 

 

１度しか使われないプラスチック 

  日本は、１人あたりのプラスチック容器包装の廃棄量が世界第２位です。不必要な使い捨てプ

ラスチックの使用抑制、プラスチックのリサイクル方法や新しい素材の開発を進める必要があ

ります。 

 

町では、プラスチックごみの削減をさらに推進するため「プラスチック・スマート」フォーラム

に参加しています。このフォーラムは、海洋プラスチック等の問題解決に向けて「プラスチック・

スマート」キャンペーンの下、賛同者を始めとする様々な団体との対話や交流の促進を通じて“プ

ラスチックとの賢い付き合い方”を全国的に推進することを目的としています。 

また、町で開催する会議等では、マイボトルの持参をお願いしています。 

プラスチック・スマート ロゴマーク 

 

<再利用促進会の様子> 

 

ペットボトルを圧縮梱包して日本容器包装

リサイクル協会へ引取してもらいます。新

たなる製品へと生まれ変わります。 
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食用油の再利用のイメージ 

年 度 回収された廃油の量（ℓ） 

平成29年度 ５，２０８ 

平成30年度 ８，４１２ 

令和元年度（平成31年度） ８，９０４ 

令和２年度 ７，５７２ 

令和３年度 ８，０２８ 

令和４年度 ４，１０４ 

令和５年度 ６，５６４ 

実績 

ごみ減量・分別・廃油 09. 

町内で出されるごみの減量化・分別の徹底・リサイクル推進のために有料のごみ指定袋を導入し

ています。また、家庭で使い終わった天ぷら油などの「食用油」を回収し、バイオ燃料や塗料の原

料等に再生利用することで、ごみの減量化や資源の再生利用を進めています。 

バイオディーゼル燃料使用の発電機 

食用油の再生利用でSDGsに貢献！！ 

※店舗及び家庭から廃棄される天ぷら油等の 

廃食用油を処理し、油性塗料原料とバイオ 

ディーゼル燃料を製造しています。 

〈ボランティア用ごみ袋〉 

令和５年度より、町内各地区で実施されている道路

清掃等のボランティア活動で使用するごみ袋の素材

として、非食用米を20％配合したバイオマスプラ

スチックを試験的に導入しています。 
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Ｒeduce（リデュース） 

・無駄なごみの量を 

できるだけ少なく 

する 

Ｒeuse（リユース） 

・一度使ったものをごみ 

にしないで何度も使う 

Ｒecycle（リサイクル） 

・使い終わったものを 

資源に戻して製品を 

作る 

・大切な資源を正しく 

分別する。 

Ｒefuse（リフューズ） 

・すぐにごみになる物は 

もらわない 

・マイバックを持参し、 

レジ袋や過剰包装を断る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4Ｒってなぁに？ 

生ごみ処理機等購入補助金 

資源化の促進 10. 

Ｒeduce（リデュース）、Ｒeuse（リユース）、Ｒecycle（リサイクル）、Ｒefuse（リフューズ）

の４Ｒを促進し、意識向上を図るとともに地域循環社会の形成を進めています。 

処理前：1,000ｇの生ごみ       処理後：213ｇの肥料 

（処理前の約５分の1に減量） 

 

有機質肥料を活用して育てた花や野菜 

平成５年４月１日より

補助制度を実施していま

す。令和５年度について

は生ごみ処理機80件、コ

ンポスト４件の計84件の

申請がありました。 

生ごみもひとつの資源

として活用できます。 

 有機質肥料を活用した

緑化推進によりＣＯ２の削

減につながります。 
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実績 

年 度 チップとして破砕処理された枝の量（ｍ3） 

平成29年度 １１，２１１ 

平成30年度 ６，５１５ 

令和元年度（平成31年度） ５，７６８ 

令和２年度 ６，７３５ 

令和３年度 ９，０２３ 

令和４年度 ８，８８２ 

令和５年度 ５，９４２ 

貯木場運営事業 11. 

町内で伐採された樹木および剪定された枝の有効利用を図るため、貯木場を設置しています。搬

入された丸太は薪などに活用される他、枝葉は破砕してチップに加工し、雑草防止などの用途で住

民の皆様に提供しています。チップについては、土曜日の午前に限り、重機による搬出の手伝いを

行っています。 

貯木場 の 場所 は こ ち ら ！ ！

子 

＜庭へチップを敷いた様子＞ 



-12- 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和３年度 北陸信越運輸局長表彰】 

年 度 実施率（％） 削減距離（㎞） 
ＣＯ２削減量 

（㎏‐CO2） 

平成29年度 ８６．３ ３１，５８０．８ ７，２６４ 

平成30年度 ８６．０ ３０，１６８．０ ６，９３９ 

令和元年度（平成31年度） ８７．０ ３２，９２６．６ ７，５７３ 

令和２年度※ ８５．７ ６，６４７．６ １，５２８ 

令和３年度※ ８２．９ ７，４９１．８ ２，７３４ 

令和４年度※ ８５．６ ３，９６５．４ ９１２ 

令和５年度 ９４．０ ２３，３０９．２ ５，３６１ 

※ 令和２、３、４年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から実施回数を制限 

実績 

町職員ノーマイカーデー・ 
ノー残業デー 12. 

平成14年度から令和５年度まで毎年４月から11月の間（平成30年度および令和５年度は10月ま

で）の毎週水曜日を「ノーマイカーデー」とし、職員が公共交通機関や徒歩、自転車もしくは相

乗り等で通勤する取り組みを実施しています。これは、温室効果ガス排出量の削減に対する職員

一人ひとりの意識を高め、通常の業務や各家庭での地球環境負荷軽減活動へ反映させるため、ま

た、軽井沢という地域の特性上発生する繁忙期の渋滞緩和を図ることを目的としています。 

また、令和５年度からは、毎週水曜日に限らず可能な限り公共交通機関や徒歩、自転車等を利

用しての通勤を行っています。 

こうした取り組みにより、周辺地域の渋滞問題や地球温暖化等に影響する通勤交通に関して、

町が自主的かつ積極的に取り組んでいるとして、公共交通利用促進等マネジメント協議会より平

成21年からエコ通勤優良事業所として認証されています。また、当町の永年のノーマイカーデー

の取り組みが評価され、令和３年度には北陸信越運輸局長より表彰を受けました。 

上記に加え、毎週水曜日を「ノー残業デー」とし電力等のエネルギー使用の抑制を図っていま

す。 



風越公園カーリングホールおよび軽井沢中学校には、地中熱を熱源としたヒートポンプ設備を

導入し、冷暖房や給湯に利用することで、エネルギーの消費抑制に努めています。 

一般的な、空気を利用したヒートポンプ設備で冷暖房を行う場合、暖房時には冷えた外気から暖

かい空気をつくり、冷房時には暑い外気から冷たい空気をつくります。一方、地中熱ヒートポンプ

設備の場合は、年間を通じてほぼ一定の温度である地中熱を利用し空気をつくるため、効率よく機

器を稼働させることができます。 
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町施設地中熱利用事業 13. 

◎地中熱利用ヒートポンプ設備の特徴 

○空気利用機器（一般的な機器）         （例）  

冷 房：夏に暑い空気から熱をとる   外 気 ３０℃ → 室内 ２５℃ 

暖 房：冬に冷たい空気から熱をとる  外 気  ０℃ → 室温 ２５℃ ← 効率が悪い 

○地中熱利用機器 

冷暖房：年間を通してほぼ一定温度の  地中熱 １２℃ → 室温 ２５℃ ← 効率が良い 

地中から熱をとる 

 

■風越公園カーリングホール（H25年設置） 

 

★ポイント 

機器の省エネ性能は、エネルギー消費効率（ＣＯＰ）という数値で表すことができます。 

電力１kwを使ってどれだけの効果を得られるかという指標です。 

使用環境や温度環境により常に一定の値をとることはできませんが、カーリングホールに導入

している機器は実測値でＣＯＰ3.47～6.47であり、同程度の能力を持った空気利用ヒートポンプ

設備のＣＯＰがメーカー参考値で約2.30～2.86程度であるため、約1.5倍以上効率よく冷暖房す

ることができます。 
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※ 借宿バイパス線は新設で比較対象施設がないためＣＯ２削減量は記載なし 

 

実績 地中熱利用ヒートパイプ方式消雪導入実績 

年 度 設置個所 消雪面積（㎡） 
ＣＯ２削減量 

（t-CO2/年） 

平成29年度 南原陸橋（南側） ９９．０ ９．６４ 

平成30年度 前沢跨線橋（南北） １９６．２ １９．２８ 

借宿バイパス線 ４１８．０ ― 

令和元年度（平成31年度） 南原陸橋（北側） ４１９．０ ７８．００ 

令和２年度 南ヶ丘陸橋（南北） ５２４．９ ６０．９２ 

地熱・地中熱等の利用による 
脱炭素化社会推進事業 14. 

鉄道や道路を跨ぐ町道の高架橋および地下道の斜路の一部に、冬季の交通安全対策として地下

水循環型消雪施設が設置されています。この施設は、地下水をポンプアップし路面下の消雪パイプ

に循環させることで消雪を行いますが、降雪の有無にかかわらず、常に稼働させる必要があるた

め、ポンプの動力として多くの電力を消費しています。 

そこで、地中熱を利用することにより動力を全く使用しない、地中熱利用のヒートパイプ方式消

雪施設に更新しています。ヒートパイプ方式はヒートパイプを熱媒体とし、地中と路面の熱交換を

行うことで路面の消雪が行えるため、ＣＯ２排出量がゼロとなります。 

地中熱利用ヒートパイプイメージ図 

 

南原陸橋北側（H31年設置） 



・方向転換が容易 

・災害時や停電時も交通 

機能維持 

・随時ランダムに低速 

走行 

・青信号開始時の一斉発進 

がない 

・赤信号による待ち時間の 

削減 

・環道走行車両がいなけれ 

ば、随時走行可能 

・信号制御の電力消費不要 

・待ち時間解消によるＣＯ２ 

削減 
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ラウンドアバウト交差点について 

ラウンドアバウト交差点事業 15. 
平成25年度から旧軽井沢六本辻交差点、平成30年度供用開始の新設町道借宿バイパス線にラウ

ンドアバウト方式（信号機を使用せず、一方通行で左折のみを行える円形交差点）を導入していま

す。この方式を導入することで、車両の速度抑制により、通過車両・歩行者の安全性が向上しま

す。また、１回の横断距離が短縮するなど、環境にも人にも優しい交通制御が可能となります。 

 

＜旧軽井沢六本辻交差点（H25設置）＞ 

 

＜町道借宿バイパス線（H30設置）＞ 

 

自立性 円滑性

環境性低騒音
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実績 

防犯灯ＬＥＤ化事業 16. 

町内に設置されている防犯灯について、従来の蛍光灯、水銀灯、ナトリウム灯から、電力を光に

変える効率が高い「ＬＥＤ照明」に交換しました。ＬＥＤ照明にすることにより使用する電力を抑

制し、ＣＯ２排出量を減らすことができ、地球温暖化防止に貢献しています。 

新設の防犯灯についてもＬＥＤ照明を設置しています。 

☑ 年間電力量 

☑ ＣＯ２排出量 

【削減量】（令和５年度） 

☑年間電力量：３，８７１，０４４（kWh） 

☑ＣＯ２排出量：１，８４３（t-CO2） 

☑ 年間電力量 

５，１６１，３９２（kWh） 

☑ ＣＯ２排出量 

２，４５７（t-CO2） 

１，２９０，３４８（kWh） 
６１４（t-CO2） 
 ＜従来の蛍光灯等の場合＞                ＜ＬＥＤ交換後の実績値＞ 

 

※CO2排出係数は、電気事業者別排出係数（環境省）のうち中部電力株式会社の値（0.476）で算出 

 

■ポイント！ 

令和６年３月現在、ＬＥＤ防犯灯を2,946灯設置し、年間電力量を約387万kWh削減し、

年間ＣＯ２排出量を約75％削減することができました。 

ＣＯ２排出削減量1,843ｔ-CO2は、樹齢50年の高さ20～30ｍの杉約14万本が１年間に吸

収・貯蔵する量に相当します。 
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実績 

年 度 設置施設 
１枚当たりの出力（W）× 設置枚数 

= 最大出力（kW） 

平成23年度 軽井沢西保育園 １８０ ×  ５６ =  １０．０８ 

平成24年度 軽井沢町役場庁舎 １９２．４ ×１５６ =  ３０．０１ 

平成25年度 軽井沢南保育園 ２１５ ×  ４８ =  １０．３２ 

平成26年度 総合体育館 

木もれ陽の里 

中地区児童館 

１１５ ×  ９０ =  １０．３５ 

２１５ ×４７８ =１０２．７７ 

２１５ ×  ５４ =  １１．６１ 

平成27年度 軽井沢発地市庭 

軽井沢中学校 

２６５ ×１２０ =  ３１．８０ 

７８ ×４０８ =  ３１．８２ 

平成28年度 軽井沢中保育園 ２００ ×  ５６ =  １１．２０ 

平成30年度 軽井沢東保育園 

西地区児童館 

２００ ×  ５５ =  １１．００ 

２１０ × ５４ =  １１．３４ 

令和２年度 西部小学校 ２８０ ×１１７ =  ３２．７６ 

令和４年度 南地区複合施設 ３７０ × ３２ = １１．８４ 

令和５年度 児童発達支援センター ３７５ ×１０２ = ３４．７５ 

町施設太陽光発電システム設置事業 

 

17. 
町の施設で使用する電力量の削減と住民の皆様への普及啓発を目的として、町施設に太陽光発

電システムを設置しています。現在、太陽光発電システムを設置した一部の施設では、モニターパ

ネルで発電状況などを確認することができます。さらに、南地区複合施設などの一部の施設では、

太陽光で発電した電力を自家消費する取り組みを実施しています。 

児童発達支援センターに設置された太陽光発電設備 
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※対象：共用車…複数の部署や職員が共同で利用できる車両。 

 

 

 

 

 

 

各年度の保有台数 

年 度 ハイブリッド車 
プラグイン 

ハイブリッド車 
電気自動車 

電気自動車等 

占有率 

平成29年度 ５台 １台 １台 ４１.２％ 

平成30年度 ５台 １台 １台 ４１.２％ 

令和元年度 

（平成31年度） 
７台 １台 １台 ５２.９％ 

令和２年度 ７台 １台 １台 ５２.９％ 

令和３年度 ７台 １台 １台 ５２.９％ 

令和４年度 ６台 １台 ２台 ５２.９％ 

令和５年度 ６台 １台 ３台 ６２.５％ 

町共用車電気自動車等導入促進事業 

 

18. 

環境負荷の少ない次世代自動車の普及を進める町として、公用車の買い替え時にハイブリッド

車および電気自動車等の環境に配慮した車の導入を促進しています。 

今後も公用車の低公害、低燃費化の促進を図り、2050年のＣＯ２排出実質ゼロ実現に向けた取り

組みを推進していきます。 

 

＜ 電気自動車 ＞ 
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年 度 補助件数（件） 
設置された発電システムの 

最大出力の合計（kW） 

平成30年度 １４ ７２．８２ 

令和元年度（平成31年度）        ９ ４５．６８ 

令和２年度 １２ ７１．８４ 

令和３年度 １９ １１６．３７ 

令和４年度 ５９ ３０９．８２ 

令和５年度 ６１ ２９７．３６ 

平成22年度から令和５年度

末までの導入実績 
４５８ ２，２３０．８２ 

実績１ 太陽光発電システム補助実績 

実績２ 蓄電池及びＶ２Ｈの補助実績 

 

年 度 補助件数（件） 

令和４年度 ３０ 

令和５年度 ４２ 

住宅用太陽光発電システム等 

導入促進補助事業 
 

19. 

住宅用太陽光発電システムを設置する際に平成２２年度から補助金を交付しています。太陽光

発電システムの普及促進を図り、住民の環境意識を高め、省エネルギーおよび地球温暖化防止に寄

与しています。 

また、令和４年度より太陽光発電システムに加え、蓄電池とＶ２Ｈが補助金の対象となりまし

た。 

補助金を活用して設置された太陽光発電システム 
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実績 電気自動車および燃料電池自動車への補助制度 

（平成24年度から令和５年度まで実施）※ＰＨＶへの補助制度は令和２年度で終了 

年 度 補助台数（台） 

平成30年度 １１ 

令和元年度（平成31年度） １７ 

令和２年度 １５ 

令和３年度             ９ 

令和４年度 １７ 

令和５年度 ３９ 

平成24年度から令和５年度 

までの導入実績 
１８６ 

この取り組みにより、ガソリン車から環境に優しい電気自動車等への乗り換えを促進し、大気汚染防

止及び地球温暖化防止に寄与しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気自動車等（ＥＶ・ＦＣＶ） 

普及促進補助事業 
 

20. 

自動車の排出ガスによる大気汚染防止および地球温暖化防止に効果的な電気自動車等の普及促

進を図るため、電気自動車等を購入又は賃貸借契約により使用する方へ補助金を交付しています。

平成29年度より、燃料電池自動車（ＦＣＶ）が新たに補助の対象となりました。 
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実績 電気自動車急速充電器利用状況（充電回数） 

年 度 町役場 

（H24.11～） 

発地市庭 

（R4.10～） 

追分宿駐車場 

（R5.4～） 

平成30年度 ５，７９２ - - 

令和元年度（平成31年度） ６，４２６ - - 

令和２年度 ７，０２２ - - 

令和３年度 ５，１０８ - - 

令和４年度 ４，０５７ １，２８２ - 

令和５年度  ２，７６１ ２，９１０ ８２ 

平成24年度から令和５年

度までの利用実績 
４６，２３６ ４，１９２ ８２ 

※ 町役場設置の急速充電器は、令和３年度10月より有料になりました。 

公共施設電気自動車用 

急速充電器設置事業 
 

21. 
軽井沢町では、環境保護と持続可能な交通手段の促進を目指し、住民や訪れる観光客が化石燃

料を使わずにＣＯ２排出量の少ない「電気自動車」をより利用しやすくする取り組みを行ってい

ます。その一環として、町役場、発地市庭、追分宿駐車場には24時間年中無休で利用できる急速

充電器を設置しています。 

この急速充電器の設置により、電気自動車の充電インフラが整備され、住民や観光客は、長距

離移動や町内での移動においても安心して電気自動車を利用することができます。 

また、電気自動車の普及が進んでいることから、引き続き町内の施設に急速充電器を設置する

検討も行っています。これにより、軽井沢町全体での充電インフラが更に強化され、電気自動車

の利用が一層促進されることが期待されます。 

軽井沢町役場 発地市庭 

追分宿駐車場 
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 毎年度、各施設につき先着２０組の方へ施設オリジナルグッズを進呈。 

 旧三笠ホテルは建造物保存修理工事のため令和７年秋頃（予定）まで休館中。 

電気自動車等利用者へ 

のインセンティブ事業 
 

22. 

軽井沢町は、脱炭素化社会の実現に向け、積極的な取り組みを行っています。その一環として、

ＣＯ２を排出しない電気自動車や燃料電池自動車の普及促進に力を入れています。軽井沢へお越し

の皆様に対して、特典として町の文化施設を無料で開放する取り組みを行っています。 

軽井沢町では、エコロジーと観光振興を両立させる取り組みを進めており、地域住民や観光客の

皆様にとって魅力的なまちづくりに努めます。 

 

対象施設 

１．重要文化財・旧三笠ホテル ２．歴史民俗資料館 

  

３．旧近衛文麿別荘（市村記念館） ４．追分宿郷土館 

  

５．堀辰雄文学記念館 ６．軽井沢型絵染美術館 

  

 



化石燃料を使わない環境に優しい燃料として、また、県産の間伐材を利用した木質ペレットの利

用促進を図るため、ペレットストーブ等を設置される際に補助金（木質バイオマス循環利用普及促

進事業補助金）を交付しています。 
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年 度 補助件数（件） 補助金額（円） 

平成26年度 ３ ３００，０００ 

平成27年度 ２ ２００，０００ 

平成28年度 ２ ２００，０００ 

平成29年度 ２ ２００，０００ 

平成30年度 １ １００，０００ 

令和元年度（平成31年度） １ １００，０００ 

令和２年度 ３ ３００，０００ 

令和３年度 ４ ４００，０００ 

令和４年度 ２ ２００，０００ 

令和５年度 ５ ５００，０００ 

 

 

 

 

 

 

 

実績 

ペレットストーブ導入補助事業 

 
23. 

補助金を利用して設置されたペレットストーブ 
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年 度 補助件数（件） 補助金額（円） 

令和４年度 ８０１ ２２，１６１，５００ 

令和５年度 ５７５ １５，０６７，４００ 

 

 

 

 

実績 ※ 補助金限度額：５万円／件 

電動式刈払機等普及促進補助事業 

 
24. 

令和４年度よりＣＯ２排出量を実質ゼロにする取組の一環として、エンジン式刈払機等から電動

式刈払機等への切替えを促進するため、電動式刈払機等を購入費用に対し補助金を交付していま

す。エンジン式よりも音が静かで、環境にも優しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対象となる機器】 

・刈払機 

・芝刈機 

・チェーンソー 

・ヘッジトリマー 

・ブロワー 
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既存住宅の改修又は木造住宅の新築に要する経費に対して令和５年度から補助金を交付していま

す。長野県の「信州健康ゼロエネ住宅」助成金を交付されている方が対象となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

          ＜リフォーム＞            ＜新築＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績 ※ 補助金限度額：40万円／件 

年度 補助件数（件） 補助金額（円） 

令和５年度 ５ １，５８２，０００ 

地球温暖化対策住宅促進事業 

 
25

参考：長野県信州健康ゼロエネ住宅助成金パンフレット 
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